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9. ICU頻用薬品の注射薬配合変化表の作成と運用
加古）1|西市民病院薬剤部長谷川智子岩城晃一

【要旨】

ICUでは、重篤かつ容態の変化が激しい患者が多く、

迅速な薬剤投与が患者の救命に直結する。また］レート

確保が困難な場合も多く、同ールートを使用しなけれ

ばならない場合に、配合変化について考慮が必要とな

る。そこで、 ICUにおける頻用注射薬の配合の可否を

調べ、必要な薬剤を適正かつ迅速に使用できるよう一

覧表を作成し、さらに運用後の評価を行った。

その結果、配合変化表を作成することにより、必要な

薬剤を適正かつ迅速に使用できるようになった。この

ことにより、安全で質の高い医療の提供に加え、配合

変化による薬剤の損失防止による経済的効果も生じ、

病院経営にも貢献できたと推察された。また、配合変

化表の利便性及び実用性において高い評価を得たこと

から、今回作成した配合変化表の有用性が示された。

［目的】

ICU入室患者は、多くの場合重篤かつ容態の変化が激

しく、多種の薬剤が高用量で投与される場合も頻繁に

見られる。その際、適正かつ迅速な薬剤投与が患者の

救命に直結する。また］レート確保が困難な場合も多く、

同一］レートを使用しなければならない場合に、配合変

化について考慮が必要となる。しかしこれまでは、薬

剤部にてその都度調べていたので迅速ではなかった。

そこで、ICじにおける頻用注射薬の配合の可否を調べ、

必要な薬剤を適正かつ迅速に使用できるよう一覧表を

作成し、運用後の評価を行ったので報告する。

［方法】

1. 配合変化表の作成

頻用注射薬の品目について ICじから情報提供を受け、

それに基づいて各薬品のインタビューフォームを調べ、

外観変化、 p日、成分の残存率の 3つの観点から配合

の可否を決定した。

品目数は、注射薬 57、輸液 13である。

2．配合変化表の使用についてのアンケート調査

アンケートは選択式および記述式で構成し、 ICU担当

の看護師を対象に 22部配布し、後日回収した。アンケ

ートの項目は、回答者の勤続年数、配合変化表の使用

頻度、配合変化表の使いやすさ、要望、とした。有

効回答数は 21 （回収率 95.4%)であった。

【結果】

1. 配合変化表の作成

図 1に注射薬配合変化表（一部抜粋）を示す。縦の欄．

横の欄それぞれに薬品名を配置し、配合可を0、配合

不可を Xで示した。データが無い場合は空欄とした。

最終的にA3用紙に印字しラミネート処理後、 ICUおよ

び薬剤部に配置した。

注射剤配合要化一覧
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指定溶解液

生食＝S

5％ブドウ糖液＝T
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その他・・・※可否の基準参照
空欄・・デー
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指定溶解液

図 1:注射薬配合変化表（一部抜粋）

2．配合変化表の使用についてのアンケート結果

回答者の勤続年数は、約7割が 10年以下と最も多く、

続いて約 3割が 11年～20年未満であった（図 2)。

次に表の使用頻度については、 9割が週に 1~3回の

使用と回答した（図 3)。毎日使用するとの回答は無

かった。配合変化表の使いやすさについては、使い

やすいと回答した割合は 9割を占めた（図 4)。

最後に要望については、文字の大きさ、種類別の色

分け等の内容が挙げられた。
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希釈濃度により結晶析出の可能性が変化する組み合わ

せもあるため、データでは配合可となっていても直後

の観察は必須ということである。

今後は、随時見直しを行い要望も考慮しながら、より

使いやすいものにしていきたいと考える。
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図2:ICU担当 Ns.勤続年数
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図3：配合変化表の使用頻度
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図4:配合変化表の使いやすさ
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【考察】

今回作成した配合変化表により、必要な薬剤を適正か

つ迅速に使用できるようになった。このことにより、

安全で質の高い医療の提供に加え、配合変化による薬

剤の損失防止による経済的効果も生じ、病院経営にも

貢献できたと推察される。

またアンケート結果より、利便性及び実用性において、

高い評価を得たことから、今回作成した配合変化表の

有用性が示されたと思われる。

今回作成した配合変化表の使用についての注意点は、
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